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第一章 緒 言

,我が國に於ける結核死亡特に青年期に於けるそ

れを減少せしめることは重要である｡た めに近來

集團検診によつて無自畳肺結核の検出或は療養所

の増設、更に又 「ヅ」反鷹陰性者に封するBCG

「ワクチン」の接種等が結核豫防封策として着 々

實施されるや うになつて來た｡こ のBCG「 ワク
や

チン」はカルメツト、ゲラン爾氏によつて人膿に

用ぴは じめられてから20年 を経過 し、その間幾

多の業績が獲表せ られてゐる｡佛 國に於ては主と

して新生見に経口的に與へ られたのである｡そ の

用ふる菌量 も1同 に10mgを 前後3同 合計30mg

の大量を與へるのであつて、その諺製に當つて も

一時 に大量の菌 を要する
｡こ の調製方 法に就ては

S.'RR・senthal
.(1)に よつて紹介せ られ、交我が國

に於ては戸田氏②の記述 されたものあり、幽によ

つて調製 した乳剤中のBCGは 相菌の菌塊として

存在することを柳澤氏等③は認めてゐ,るの で あ

る｡昭 和2年 日本結核病學會総會にて今村氏 ④

は宿題報告 「結核豫防 ワクチンの効力批判」中に

BCGに 最 も大なる望を囑され又同學會には同年

佐藤氏の報告を見たの篤ある｡我 が國にて人燈に

用ぴた ものとしては西川氏⑥が昭和4年20名 の

乳児に経口的に與へたあを矯矢 とする｡翌5年 よ

り今村氏⑦⑧⑨⑩(11)は阪大瞥學 部附屡留院看護

婦に、初めは乳鉢法によつて作れるBCGrワ ク

チン」を皮下接腫した｡教 室に於ける初めの動物

實験に用ひたBeG「 ワクチン」はすべて乳鉢法

に依て調製せ られたものであるが、.この方法は調

製する時に雑菌混入の恐れあるため、申谷氏は一

種の振盤機を考案し昭和8年 以降人髄接鍾用 「ワ

クチン」は專 らこの振邊機に依て調製 した ものを

用ひたのである｡昭 和13年 このBCGの 効果調

査が 日本學術振興魯第8小 委員會により初められ

廣 くBCG接 種 を施行す ることとな の今村教授は

その・一委員となり京、阪、艸、近畿、中囲、四國

及び北陸諸地方の當初は主として紡績女工手を接

種封象として多 くはこの振盗機に依て調製 したB

CG「 ワクチン」を接種 したのである｡然 るに或

る揚合に乳鉢法にて調製 したBCGrワ クチン」

を皮下接種 した所約90%に 化膿s潰 瘍を生じたこ

とがある｡こ の揚合化膿菌の混入によるものでは

な く一理由として振盟機による ものよ砂も乳鉢法

により生菌の生活力減弱が比較的少いと考へ られ
サ ゴ ギ

たのである｡と 云ふのは振盗機にて調製 した 「9

クヂン」を使用 した時は化膿 及び潰傷を生する事

が同量 を用ひて も少いか らである而 し後者に依る

も頻度に相當差異があつた｡そ れ故に振塑機 を検
ま 　

が

討し之による乳醐調製に不満足なる黙あることを

知るに至り、途に 「コィレベン」手振法を考案 し現

在 これたて調製 した 「ワクチン」を使 用 して ゐ璽

・るも他方超 音 波 「ワクチン」に 就 て は 辻 周 氏

(12)、深田氏(13)の實瞼的研究があつた｡浮 田氏の

實験即ち超音波にてBcG乳 測を作ることを今村
へ ね

教授は學振結核豫防委員會にて報告 したが菌の生

活力を弱める如 く考へ られたので人膿には用ひな

かつた｡柳 澤氏は更に超音波rワ クチン」の研究
も

を進め、之を以て岡氏は廣 く人鰹に皮下接種を實

施 し膿瘍、潰瘍を著 しく減少せ しめたのである｡

こsec自 分の實瞼 した乳鉢法、振盟機法並にrコ

ル〈ごン」手振法に就て比較観察 した所を述べよう

・ と思 う｡
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第二章

第一節BCG株

用ひたBCG株 はカルメツト氏より志賀博士に
　

分與ぜ られ北里研究所に保存 し後傳染病研究所に

譲 られた ものを大正15年 志賀博士の許可を得て佐

藤博士より今村教授分與を受け當時の大阪馨科大

學肺露科にて保管 し當初は3%グ リセリン加肉汁

馬鈴薯上に2乃 至3代 、次で5%グ リセリン加牛

謄汗馬鈴薯上に2代 交互に糧代培養 したのである

が昭和3年8月 よりは專 ら5%グ リセ リン加牛

謄汁馬鈴薯上にのみ培養 しその後昭和8年 竹尾結

核研究所に移 し昭和11年10月 までは中谷氏之 を行
も

ひ、次で梅谷K中 谷(信)雨 氏を経て昭和13年 自分

之を受け縫ぎ更に昭和17年12月 浮田、田村雨氏に

護つたのであるが昭和3年8月 より昭和17年12月

まで5%「 グリセリン」加牛謄汁馬鈴薯のみに培

養 した撒は實に207代 に達 した ものである｡之 を

8CG竹 尾株と呼んでゐる｡

第二節 乳 鉢 法

直径10cm内 外の瑞璃乳鉢にて之をよく洗 ひ70

%「 アルコール」中に浸 しおき使用に當つては純

「アルコール」だて1同 洗ひ更に「エーテル」にて1

回洗つて乾燥する｡BCGは5%「 グリセリン」

加牛謄汁馬鈴薯上に3乃 至4週 簡培養せるものを

滅菌濾紙間に挾みて輕 く指殿 旗 てフk分を励
の ノ

「トルヂオンス ・ワーゲ」にて正確に秤量する｡

菌量は約20mg内 外をとる｡之 を前記の如 くに消

毒、乾燥 した乳鉢に入れ遮蔽箱申 にて初めは媒液

て滅菌蒸溜水)を 入れす に静かに擦るのであるポ

この大 きさの乳鉢では20mg以 上の量であると擦

つてゐる瑞璃俸の縁邊に菌塊が附着 して擦れきれ
の 　

ない｡菌 塊が璃瑠乳鉢の内面に充分に薄 く伸展 し

それが乾燥する一一歩手前とV・ふ時に媒液を1滴 加

家て静かに擦る｡之 が父乾燥する前に次の1滴 を

加えぢ｡かsる 操作を歎同繰 り返 し次で2滴 、3

滴と漸増的に媒液を加えその都度静かに擦 り最後

valccm中 にBCG11勤9と なし之を原液とするので

ある｡前 後所要時聞は約40分 である｡

第三節 嬢 邊 機 法

勃鉢法にては雑菌混入の危瞼あるを恐れ中谷氏

BCG「 ワクチン4調 製法

は附圖①め如 き「エキセントリツシユ」に廻轍 する・

一・…振盈機 を考案 し人髄接種用「ワクチン」を調製 し

た｡こ れに装置 した「コルベ ン」は特製硬質肉摩の

もので球状部の内容約200ccmで ある｡こ の中に

直径7乃 至8mmの 硬質硝子球約50偶 を入れた もの

である｡菌 の秤量は前節に述べたると同様で約50

mg内 外を正確に秤量する｡之 を「コルベン」中に

入れて附圖①に見る如 く装置して1分 間120乃 至

140廻 傳の速度で約30分 廻韓 した後媒液(滅 菌蒸

溜水)1cc皿 を加 えて5分 間、更た2cc血 を入れて

5分 聞、畿 後に乳剤の濃度が1ccm中BCGImgと

なるべき量を追加 して10分 間廻韓するので ある｡

この振盟機に依る廻韓のみにてはBCGは 「コル

ベン」内面の同じ高さの面に薄 く伸展 されす波歌

を描 く｡叉 媒液を加えたる後は同一の廻韓速度に

ては硝子球はBCGの 附着せる高さに達 し得ない

事がある｡そ れでBCG附 着面の上縁 の部は媒液

を入れたる後は多少廻樽数を檜加 しなければ硝子

球にて擦 られないのである｡所 要時聞は廻轄時聞

のみにて も50分を要 しその上媒液を入れる等の操

作の爲めに前後約1時 聞を要するのである｡

,第四節 「コルベン」手振法

轟 機にtはBC硲 「コル_シ 」樋 に海

に伸展 し難 き観 あり、叉硝子球 も以前に比 してそ

の表面が完全なる球面をなせる もの入手困難にな

つてきた、且 この振盧機による振盈は相當張い故

に 「コルペンコ 内面と硝子球との間及び硝子球概

互間の衝突によるその表面の磨滅乃至は粗雑牝に ・
ヤ

よりて生 じたる凹部にBCGが 附着 し液中に浮游'

し得ざる歌態 とな り、戎 はその衝突によりてBC

Gが 機械的傷害を受けて或は死滅する恐れあ り'と

考仮硝子球の代 りに表面略完全なる球面をなせる

直径6mmの 水晶球 を得てその100個 をi振盟機法に

て用ひたると同一特製硬質肉厚 「コルベン」中に

入れ前述 同様 「トルヂオス ・ワーゲ」にて正確に
∫

秤量 したBCG25Qm9内 外を取 り、手にて可及的
へ

ゆ るやかに廻韓振盟する方法を考へたのである｡

初めは媒液(滅 菌蒸溜水)を 入れすに20分闇廻韓

振邊 し次で1滴 を加 えて2・3分 間廻韓 し更に2
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ぬ へ

滴を加えて振邊するっ媒液は漸次壌量 しつ 』加 ・

へ、その都度2,3分 廻轄 し2ccmを 加へたる後

`第 三
章 検

前章に述べたる3っ の乳剤調製法によつて調製

した多ものに就きて下記の如き比較實験 を行つ

た｡.

第一節 塗抹標本検鏡によるBC3卜

菌鰻個 々の分離歌態

軋測の濃度は三者同一であつてその原液とした、

1ccm中IB紅{}hgの ものである｡こ の1滴 を載物

「グラス」上に取 り直径約2cmの 圓状に擁げて室温

に揮 し乾燥せ しめたる後チールネーノ座 減 法

により丁染色後捻鏡したのである｡

〈一)・振盧機法
険

側々に離れたるBCGの 一覗野に於ける菌数は比

軸 少鰍 †舗 よりなる就 を見ること緬
る｡

(⇒、「コルベン」手振法

振鑑機に依つて作れる ものに比 し個々に離れたる

BCGの 一硯野に於ける菌数多 ぐ亦大なる菌塊殆

灘懲蹴1
2・者に於けるものに比 して最 も多 く時には5乃 至

隈騒器総叢lll

難1羅 羅 繕難1
時用ひ疫硝子球には完全なる球面をなせるもの入

題畿 拮藷鷲惇羨灘讐 ζ秀禾箋
全なる硝子球に代るに略完全なる球に近き水晶球

鎧覧饗 窒叢 灘 蝋艦 欝劣姦
も乳鉢法に於けるよりも少 くなるのである｡

第二節 増養試験による三方法の比較

次に培養試験によつて比較すべ く1ccm中BC

Glmgよ り100萬 分のlmgを 含む7種 類の濃度の

錨

は一一度に乳測の濃度が1cem中BCGlmgと なるべ

き量 を追加 して5分 聞廻轄振罎するのである｡

査 成 績 も

乳渕を10倍 稀繹法によりて調製 し、その各 々 の

O・O"「ccni(貧有BCG量 は20分 の1mgよ り2000萬 分

の1mgと なる〉をぺ トラごヤニー氏培地(中 試験

管斜面)に 注入しその表面に塗抹培養 した｡培 養

するに先だち培養基の分離液は放棄 して菌乳蘭 を

注入したる後乳鮒にて全表面をうるほすや うにす

る｡然 る後その培養面が水平になる如き位置に保

ちて37DOC艀 卵室中に牧め傾斜の不良なる ものを

訂正して斜面を水平の位置に保ち表面の乾燥する

前に 「パラフィン」にて氣箭に栓をげ る｡乳 剤注

入後大膿3乃 至5日 にて密栓するもとになる｡各

種の濃度の ものに就きぺ トラニヤニー氏培地各々

2本 宛を使用 し培養成績の観察は2ケ 月にて絡了

した｡亀
第1表

振盈機及び乳鉢にて作れるBCG「ワクチンj
培養成結

附{轡 擁 潔蓼
5/7響 難L騰{羅

1}論1≡

㌶隣譲彦1撫無離
;構礁蘭撮董蓋
4/9震盟難1繍 糖}耐 辱}奉{≡

5/gi窺盈諜牒 隣海海 憐}孝 に

6/9陵盈難 海 海+需蒲 緬1昇

7/9馨讐緒繍 襟 海憐 陸皆

成績は第1表 及び第2表 に示す如 くで表中の符號'

は大髄i次の標準に從つたo

(一)… 菌集落なし｡

(+)… 菌集落数1個 乃至5個｡
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(K)… 菌 集落数6個 乃至10偲｡

(辮 〉・二菌集落激11個 乃至20個｡

(撒)… 菌 集落 数21個 乃至無数｡

第2表'un

「=ル ベン」手振法にて調製ぜ顧Bσ}

「ワクチ ン」 の培養成績

μ

日

ノ

附

B二
C十
G分

イ
ー

…

C百
G分
ノ

憩遍

Bご 麹 群B二B二 毒

ε雰8募8禽8墓8垂

二に陰 翌
遍駈i幽 憩 駈

聡

一 一__
lo/:ζ

董o/
3

黛sん1冊{冊i柵1+1+ト ト

、研 三 月 柵i柵 ・辮{+1+
欄關一騨岬r-一圃晦_}㎜ 論一一一 一膚噛一一 ～ 一 一噸一一一一一柵響匝幽一噛_一_一_唾 一■一一 一

海 海 照1冊i十i+」 一

一← …_一 … … 備{}
食7/:一 鼎

一
lo/;三 冊1冊1冊1冊 三棚 苔t+

冊 蔚鼎{鼎{冊i升{+一一
2ヤ/
、「[孫 曲 丁 冊…7梱 「拝!斗三+一 …一 一 り_一 響研 一
27ん
三肝 三 月 柵 、柵 帯1+1+一一黛8/「隔 臓 「「再二[

柵「 月 導1+
鮒/
,{}冊

一}…}～ 一 牌

冊1冊}冊 ・冊 三十i什
6/4}難 鷺冊{柵 …柵 、斗三 十トi+_㎝
獲6ノ日 柵 三帯}冊 三制 斗三+}4一

{一 一 一
絡/4}冊1冊 三照 冊1柵/斗 三"

成緯赤2.000萬 分の1mgに て(十)郎 ち菌集落数5個

以下であることより見て もこの二方法によりては

大燈に於てBCGは 個々に分離 しおるものと考へ

られるのである｡一

第三節 動物賓験による三方法の比較

(→、海猿腹部皮内局所毒力試験｡
◎乳鉢法及び振盈機法にて調製せる乳剤 の各々に

て1ccm中lmg,O.lmg及 びO.OOlmgの3種 の濃度

の ものを作 りその各々の0・1ccmを海猿腹部皮内に

i並 べて柱射 し4週 聞に亘つてその局所攣化を比較

観察した｡注 射方法は次の如ヌであるゼ

麟

左

1

1

夏

右

1

1

董

右…乳鉢灘 て譲 飾 燗｡、

左 …i振盟 機法ばて調製ぜ る乳剤｡

(1)ノー'1ccmll;1mgの もの をO・kcm

注 射(BCG量 はO・1mg)｡

(豆)…1c¢m中 α1mgの も4)をO・1cc

m注 射(BCG量 はO.Olmg)｡・

・(皿)…1ccm中O.Olngの ものをO.1ccm注 射(BCG

但 し菌集落鍛は各々2本 のペ トラニヤニ門氏培 量は0.001皿9)｡

地に畿生 したるものの平均敬である｡こ の成績よ その成績は第3表 に見 られ るや うvaO.1m9注 射

り見ると調製の揚合によつて多少の相違はあるが ｡局 所にては既に1週 間にて著明なる攣化を生 じ》
、一般的には乳鉢法によψ て調製せる乳鮒の方が振 鰍 その度は乳鉢法によるものが強い｡膿 瘍形成は早

邊機法にて調製せるものよDも 成績良姓である｡き は1週 聞以内に見 られる もの もあるが多くは1

亦 「コルベン」手振法にて調製せる ものの培養成 乃至2週 間にて形成せ られ2週 間を経過すれば多

績は乳鉢法にて調製せるものポの良好なる成績を くは破れて痴皮を形成 し4週 聞後にはその大きさ

見ることもある｡即 ち振邊機法によつて調製せる も著明に減少する｡0｡01mg注 射局所にては1週 聞

乳捌の稀繹倍敷高き所に於ける培養成績不良は分 後に攣化を見るもの少 く2乃 至3週 問に於て蟻 も

離せる もの少きと器械的影響強 きによるものと考1大 きくな り4週 聞後に至れば輕快する｡乳 鉢法と

へ られる⇔現鉢法 と 「コルベン」手振法芝の間に 振盈機法との比較 も相當著明で前者によつて調製

は大なる差異なしと云ひ得るのであつて.1mgの した乳剤注射局所の攣化が著 しいのである｡更 に

BCGの 数は大略4・oooes個 とV・はれるが乳鉢法O.OOlmg注 射局所 に於ては振・邊機法によつて調製

笈びfコ ルベン」手振法にて調製せる乳潮¢)培養 せる乳剤にては殆 ど攣化を示 さなV・が乳鉢法にて`

'g第
｡3表

振盈機及び乳鉢 を用ひて調製ぜるBCGryク チ ン」の海猿腹部皮内毒力實験
墾

ワ
ク

チ

ン

調

製

法

BCG接 種量及びk過 日撒別による局所憂イヒ

O.lmg 0.01mg O｡001mg

1週12週3週{4週11週M2週i3週14遍11週12週13週{"4週

璽 盗 副 士+刊+1-1-1-i-t--1一 ト

乳 釧t:}+1±1-1-1一 ト1一 レー ト1一 ト

一4-一 鱒



{

～

1襯 機 ト}刑K}Kl-}± トi±/-1-1--1一

乳 鉢 レ+替iKIKL+1± 判 ± ト1-1一 ト

1振 邊 倒 刊+団 卜刈 一i司+1-一 司 一1一

乳 鉢臣 睡 睡/司 ■ 刊 糾 司 一{±i+卜

振 燈 機 ■ 引+ト1■ 判+トi-1-1-1一

乳 鰍 ±1絹 帯Kl-1-】 朴i静Aト1+1+1+1一
一 マ_甲 ～'

振 量 機1+睡1司 ± ト ト ト ト1-1一 ト ト
一
乳"釧 州 帯K{帯Kト トi姻 惜引 ± ト1井 囎Kト

振 逡 桟L士/+{+IK-■ 一 ト/-1一 卜 卜

乳 釧 副 咽+司 刊 判 サK睡1± ト 陪{矧 ±

踊 蜘+i+Kl+K1±1±1+K1+民1± ト ト ト トK

乳 鉢1+ト ー1帯Kl井K±Kl+i帯Kl升Ki± 一}±;斗 ト1帯A±K

樋 劃+… 柵AトKト 「±i禍}± 卜 卜1±1・ ± ト 『

乳 鉢…副 綱+Kト 司+陣;+K1± 碍 ■ 禍i+刈 ±K

振 盈 機i土 トAトKl-1一 ト1ヨ ー 』1一 ト ト

乳 釧 州+KトKl瑠 ヨ+A睡Ki引 一 匡 ト

振 盈 機 トAl土KトKl ,-/一 ト1-1引 一 卜 ト ド

乳 釧 ナ拳1+Ki+KトKト トK}・ 土1一 ト ト ー1一

樋 劇 一1-1±1± ト1-1一 トi一 ト ト ト

就 釧 一 トAト 引'± ■-1+A}± 碍 一 ト{± 一
一

註:表 中の符號はすべて硬結の大 さを示す

(一)攣 化な し

(±)

(+)

(昔)

(惜∂

(冊)

大粒
ノ大

大

大

し

米

豆

け

牛

米

小

A… …膿胞形成ew

K… …膿胞破れて痂皮形成

大豆大及びをれ以上に蓮 するもの

調製せるものにては2乃 至3週 聞後に於て約半数

に攣化を示 したのである｡局 所攣化の観察は2乃

至3日 毎に行つたのであるが表には鯨 り煩雑にな

・るので喝週間毎に匿切つた故に膿胞形成を見すに

痴皮形成と考へ られるや うな成績にな つ て ゐ る

が、この膿胞形成の期間は1乃 至2日 で速かに痂

皮を形成するのである｡

⇔、 レーメル氏反磨陽性韓化成結

BCGのO.plmg乃 至0.06mgの 種々なる量 を1週

闇々隔に2回 及2ケ 所宛2同 或は2ヶ 所へ同時にe

分割 して皮下接種をなし4週 間後に 「ツ〈eルクリ

ン」5倍 稀繹液O.lccm皮 内注射48時 閥後剰定によ

りたる成績は第4表 に示す如 くである"

レーメル氏反磨判定基準は次の如 くである｡

(一一)…無反磨i｡

(±)…畿赤の直径1cm以 内の もの｡

(十)…磯赤の直径1cm以 上に してその中心部の

硬結が判然としない もの｡

(升)…畿赤の直径1cm以 上に して中心部の硬結

｡が判然とした もの｡

(研)… 嚢赤の直樫1αn以 上に して硬緒あ りその

中心部が壊死に陥れる もの｡

一"一一5__



筆によつて見るとBCG接 種量によつて多少の差
はあるが振邊機にて調製せる 「ワクチン」接種群

にては28頭 中25頭 の陽性韓化を認め、乳鉢法にて

調製せるrワ クチン」接種群にては27頭 中23頭 の

陽性韓化を見たのであるが認むべ き差異とはいへ

ないのである｡

第 ■ 表

振盈機及び乳鉢を用ひて調製ぜるBCGyク チ ンを

接種ぜろ海瞑の レ構メル氏反懸比較

乳鉢法と 「コルベン」手振法を比較 したるものは

第5表 に示せる如 くBCG接 種は全量をO・02mgを

1=週聞隔で2同 及び2ヶ 所宛2同 に分割 して皮下

接種 し2週 及び4週 後に 「ツ」反慮を検杏 した｡

2週 間後に於ては双方共に陽性轄化ぜる もの1例

もなく、4週 間後にては乳鉢法にて調製ぜ る 「ウ

クチン」接種群にて13頭 中11頭 が陽牲韓化
㌔

し 「コルベン」手振法にて調製せる 「ワク

チン」接種群にては18頭*}14頭 が陽性韓 化

翻製法 接 種 量

BCG接 穏絡了 レ 齢 メル 氏 反 慮

よりrツ」反!藤瞼 一一 一 一一

軸 購(一):(土){(+);㊥ く帯):計

振盈機 0.04滋9

購9

四

週

間 ●

'

1 ・-2 △
よ
0、

マ
ー

£
2

-

1

-

0

-

0
一

∫

乳 葺
一

〇

-

0

一
り
一

ヱ
0

-

0
-

2

-

0

-

2

一
〇
一 噛

ユ
ム
0

-

0
-
〇

一 ρ■,魎,r匿,

0
』
0

-

0

一

止
ヱ
1

一

三
1

-

3

唯2

-

2
-

2

マ

芽
一

⊥
三

三
4
一

土
3

-

0

4

振遺機 0.06双 Σg

O・03皿9
袋回

・4

乳 鉢

一

三
∴

ゐ
8

振盈機 α02Zng
O・005窺9
2周
2ケ 所宛乳 鉢

振盈機
0.02z陰9

⑳・Oス1n9
2ケ 所同時乳 鉢 8

振盈機 0ρ1】 阻9

0.005船9
2ケ 所同時

5
一

乳 鉢 ・14
響

第5表

「コル ベ ン」手 振 法 及 び乳 鉢 法 に よ リ調製 ゼ る

BCG[ワ クチ ン」 に よろ レー メル 氏 反慮

調 製 法 接種量
鞍

躍

BCG接 種鰺
了より「ツ」
反億癒査に至
る飼微

レー メ ル氏 反 礁

(一);(土):(+)1(井);(帯):計

「諏ル ベ ン」

1手 振 法 0の2=ng

(0・01mg2回)
馬

2週 間 10

-

1

-

∴
0
一
9

-
■

-

8

0

d
-

2

-

0
-

1

-

0

-

0
-

0
-

1

0

-

3
-

0
-

3

嘗一

〇

-

0
-

0

-

0

91・1・ ・-
4「『「盃
一 一

4週 間

乳 鉢

一
2週 間 〔

一
3

-

0
}

5

-
〇

-

4

0}0
-

0
-

0
-

2
』

0
-

1

一

乳
74週 問

「コル ベ ン」

手 振 法
0.02エng

(O・005mg盆ケ所宛2回)

、

2遡 間 9

4週 間

一
8

乳 鉢
2週 間

}r

8
一

4週 間 6

1

してゐるが、これにて 馬認むべ き差異あり

とは云ひ難か｡

(三)、冤疫試験

乳鉢法、振嶺機法及び 「コルベ ン」 手振

豫に よつて調製せ るBCGrワ ク チ ン」の種

々なる量を1週 間隔或は同時2ケ 所に分割

して腹部皮下に接種 し1ク 月後毒 力人型結
ダ

核菌上地株0.001皿9を 左鼠瞑部皮下に注射

し2ク 月半後屠殺解剖 したのである｡

表中の記號は次の標準に從つた●
、(→

、淋巴腺の所見

く一)…攣化なし 一

(+う…米粒大の硬結｡

(十)…小豆大乃至大豆大の硬結｡唇

(冊)…大豆大以上盈豆大の硬結も

(A)… 硬結の中心部が乾酪饗 性 を來せ

るもの｡'

⇔、内臓の所見｡

(一)… 結節なし｡'

(十)∴・結餉の教5偲 以内｡・

(昔)…結節の数5乃 至10個｡

(冊)…結節の歎11個 以上、或 は偶々の

結節大iきく著明な病攣 を來せる

もの｡轡
ゆ タ

その成績は第6及 び第7表 に示 した如 く三

者の間に認むべ き差異あ りと云ひ難い｡何

れ もBCG非 接種封照群に比して 著明な豫

防効果を認 め得たのである｡

6騨 一 一
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第四章 考 察並 に 結 論

以上述ぺたる析よりこの力法の優劣を考へるに、

①、塗抹漂本の所見では乳鉢法が最 も優れてゐる｡次 は 「コルペン」

手振法で振盈機が最 も劣つてゐる｡

②、培養試験にては乳鉢法及び 「コルペン」手振法が良好で振盈機法
ノ ヒ

が劣つてゐる｡

⑧、毒力試験にては乳鉢法に よるものが最 も強い病饗 を現はす｡
ノ

④、 レーメル氏反慮陽性韓化成結にてはその優劣を論 じ難V・｡

⑤ 、冤疫試験にては三者に差異の認むべきものがなV・｡之 を要するに

振盤機怯 にては均等なる乳剤を作ることが自分の用ぴた器材にては困

難であつた故に、個人々々の接種量に差異を來す恐れある故に之は改

良すべきものと考へる｡・次に乳鉢法にてはよき乳測 を得られる熱にて

は良姫であるが一度に大量を製 し得ない｡僅 かに20mg内 外である｡

更に遮蔽箱中にて調製 して も雑菌混入の機會が多鴇と考へ られる｡雑
み

菌試験によつて も極めて稀ではあるが他の二法に比 して雑菌び生える

事が多V・｡最 後に 「コルベ ン」手振法にては當初の菌塊磨砕を比較的

容易になし得 る1、 一度に250mg内 外め大量の乳剤 を製 し得ること及

び雑菌混入の機會少き等の理由により用ぴ得ぺ き一・方法と考へる｡

棚筆するに臨み恩師今村教授の御懇篤なる御指導並に御校閲に封 し

て深甚なる感謝の意 を表する｡
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